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P50a ASTEによるHerbig Ae型星観測の 12CO,13CO(J = 3− 2)観測
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赤外線超過を示す近傍のHerbig Ae型星について，ASTEを用いた 12CO,13CO(J = 3− 2) 観測を行ったので
報告する。ISOによる遠赤外での分光・測光観測から，Herbig Ae型星のスペクトルは次の 2グループに分けられ
ることが知られている。(i) 20 − 100µmでの超過放射が大変顕著で，SEDが Power-law + Blackbodyの２成分
で表現されるもの (Group I)。(ii) 20− 100µmでの SEDが Power-law成分だけで表され，Group Iに比べ超過量
が少ないもの (Group II)。これは，ダスト円盤の厚みの違いに起因していると考えられている。我々は，最終的
にはこのダスト円盤構造の違いと連動しているガス化学組成の違いを ASTE観測により明らかにしたいと考え，
今回はその基礎となる COデータ取得を行った。サンプルには近傍 (d < 200pc)のHerbig Ae型星 12天体 (うち
Group Iは 7個，Group IIが 5個)を選び，周囲の分子雲成分と円盤成分とを区別するため，12COについては
星を中心にビームサイズ (20′′)間隔で 5点十字観測を行った。その結果は以下のようにまとめられる。(1) 12CO
が検出されたのはGroup Iで 6天体，Group IIで 3天体であった。このうち，その放射分布から円盤起源の放射
を含むと考えられるのはGroup Iが 5天体，Group IIが 2天体であった。(2) 円盤起源の 12COが T ∗
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あった 3天体については，さらに 13CO観測を行った。その結果，どの天体も 12COの約半分の強度で放射が検
出された。(2)の結果は存在度のより低い 13COが円盤表面からより深い低温領域をトレースしているとして基本
的には良く説明できるが，ライン形状の細かい相違を解釈するには，円盤の回転運動と鉛直構造とを両方考慮し
た放射輸送モデルとの比較が必要となった。この研究は科研費基盤 C(1654210)の補助を受けた。


